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画像：上から
「五彩花鳥文盤（呉州赤絵）」   愛知県陶磁資料館
「加彩宮女俑」   福建博物院
「青磁刻花蓮花文盤」   福建博物院
「灰被天目」   愛知県美術館（木村定三コレクション）
「銀鍍金双鳳文合子」   福建博物院
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場所：〈明治大学〉東京都千代田区神田駿河台1-1
　　  JR「御茶ノ水」駅徒歩3分／東京メトロ「神保町」駅徒歩8分
　　  〈学習院大学〉東京都豊島区目白1-5-1
　　  JR「目白」駅徒歩1分／東京メトロ「雑司が谷」駅徒歩5分
時間：10:00-17:00（金曜日は19:00まで／4月13日は13:30より一般公開）会期中無休
入場料：〈明治大学〉500円   高校生以下無料
　　  〈学習院大学〉無料
主催：〈明治大学〉 明治大学文学部  明治大学博物館 
　　  〈学習院大学〉 学習院大学日本学術振興会アジア研究教育拠点事業  学習院大学史料館 
　　  福建博物院  海のシルクロードの出発点“福建”展開催実行委員会
後援：〈明治大学〉千代田区
　　  〈学習院大学〉 学習院大学東洋文化研究所
　　  中華人民共和国駐日本国大使館文化部

2009年4月13日［月］̶ 5月18日［月］
明治大学博物館＋学習院大学史料館

開催記念シンポジウム

「水中考古学と福建の陶磁器」
日時：4月25日（土）・26日（日）
 参加費： 無料　申込不要　当日会場にお越しください。
 お問い合わせ先： 明治大学博物館  tel 03 3296 4448／学習院大学アジア研究教育拠点事業事務局  tel 03 3986 0221（内線5743） 

明治大学会場の関連イベント
◆明治大学リバティアカデミー企画　

オープン講座 特別展開催記念講座「東アジア・海のシルクロードと“福建”」
日　時： 5月8日（金）13：00－17：00（開場12：30）
会　場： 明治大学アカデミーホール（駿河台校舎アカデミーコモン3Ｆ）
受講料： 一般1000円（特別展観覧料が無料になります）　明大生・リバティアカデミー会員・博物館友の会会員無料  要申込　
プログラム　
　　　　加藤千洋（朝日新聞編集委員・明治大学講師）「世界遺産・福建土楼と客家（はっか）の世界」
　　　　村井章介（東京大学大学院人文社会系研究科教授）「中世日本の茶文化と福建」
　　　　加藤　徹（明治大学法学部教授）「近世福建系音楽の日本伝来と演歌の誕生―楽曲の実演も交えて」
　　　　司会・コーディネータ：氣賀澤保規（明治大学文学部教授）

明大アジア史講座「東アジア海域文化と福建」
日　時： 4月14日－5月19日 （火）15：00－16：30
受講料： 13,000円　要申込　※受講にはリバティアカデミーへの入会が必要です
プログラム
　　　　4月14日　氣賀澤保規（明治大学文学部教授）「助走時代の福建と五代・閩国」　　　
　　　　4月21日　櫻井智美（明治大学文学部准教授）「宋元時代の福建とマルコポーロ」　　　　　　
　　　　4月28日　寺内威太郎（明治大学文学部教授）「鄭和と鄭成功・倭寇時代の福建」　　　　　　
　　　　5月12日　荒川正明（学習院大学文学部教授）「福建陶磁と日本―華南三彩から織部、古九谷へ―」　
　　　　5月19日　氣賀澤保規「東アジア海域文化のなかの福建」

※お申込み・お問い合せ先：明治大学リバティアカデミー事務局  tel 03 3296 4423　http://academy.meiji.jp

◆レクチャー＆ワークショップ

「福建の茶と日本茶道」（講義と実演）　
　　　　4月30日（木）　15：00－16：30　会場： 博物館教室
　　　　参加費無料　申込不要　当日会場にお越しください

◆ギャラリートーク　列品解説と茶の夕べ
　　　　4月17日（金）17：30－18：30　氣賀澤保規（明治大学文学部教授）　
　　　　4月24日（金）17：30－18：30　外山徹（明治大学博物館学芸員）　
　　　　5月15日（金）17：30－18：30　櫻井智美（明治大学文学部准教授）
　　　　集合場所： 特別展示室入口　参加費無料（入場券が必要となります）　申込不要

※その他、アジア史・日本史・考古学専攻の大学院生による列品解説を随時開催いたします。詳しくはホームページや館内案内をご覧下さい。

明治大学博物館
〒101-8301 東京都千代田区神田駿河台1-1 明治大学アカデミーコモン地階
tel： 03 3296 4448　ホームページ： http://www.meiji.ac.jp/museum/
交通： JR「御茶ノ水」駅徒歩3分／東京メトロ丸ノ内線「御茶ノ水」駅徒歩5分／東京メトロ千代田線「新御茶ノ水」駅徒歩5分／
　　   都営地下鉄新宿線・東京メトロ半蔵門線「神保町」駅徒歩8分

プログラム
4月25日（土）13：00－17：00（開場12：30）　明治大学アカデミーコモン2F特設会場
　　　　　　　森 達也（愛知県陶磁資料館主任学芸員） 「福建の古窯址・陶磁器と東アジア」
　　　　　　　張　 威（中国国家博物館水下考古研究中心主任） 「青い文明を探る―中国水中考古の回顧と展望」
　　　　　　　石原 渉（アジア水中考古学研究所副理事長） 「日本における水中考古学の成果と将来」

4月26日（日）10：00－15：00（開場9：30）　学習院大学西2号館201教室
　　　　　　　鶴間和幸（学習院大学文学部教授） 「東アジア海文明と福建」
　　　　　　　楊　 琮（福建博物院院長） 「漢代閩越考古」
　　　　　　　荒川正明（学習院大学文学部教授） 「福建陶磁と日本の茶陶」
　　　　　　　今井 敦（東京国立博物館研究員） 「日本に運ばれた福建産の貿易陶磁器について」

学習院大学会場の関連イベント
◆学習院大学アジア研究教育拠点事業事務局主催

東アジア海文明フォーラム・連続講座「東アジアの海と茶・陶磁器・音楽」
参加費： 無料　申込不要

「中国音楽と呼吸術～二胡と宮廷呼吸法」
日　時： 4月18日（土）13：00－15：00　学習院大学西2号館403教室
講　師： 王　昌（二胡奏者）
　　　   王　汀（宮廷21式呼吸法継承者）

「福建の茶と陶磁器」
日　時： 5月2日 （土）13：00－15：00　学習院大学創立百周年記念会館2階談話室
講　師： 荒川正明（学習院大学文学部教授）
　　　   尹 達剛（元・横浜ロイヤルパークホテル「中国料理 皇苑」料理長／学習院大学非常勤講師）

「萩焼と私」
日　時： 5月9日 （土）13：00－15：00　学習院大学西5号館301教室
講　師： 新庄貞嗣（陶芸家・萩焼助右衛門窯十四代当主）

「展示物から語る東アジア海文明と福建」
日　時：5月16日（土）13：00－15：00　学習院大学西5号館302教室
講　師： 鶴間和幸（学習院大学文学部教授）

◆ギャラリートーク　列品解説
日　時：4月17日・24日・ 5月1日・8日（金）17：30－18：30
講　師： 荒川正明（学習院大学文学部教授）／ 鶴間和幸（学習院大学文学部教授）
集合場所： 学習院大学史料館展示室入口　参加費無料  申込不要

学習院大学アジア研究教育拠点事業事務局
〒171-8588　東京都豊島区目白1-5-1　tel： 03 3986 0221（内線5743）
ホームページ： http://www-cc.gakushuin.ac.jp/~asia-off/index.html
交通： JR「目白」駅徒歩1分／東京メトロ副都心線「雑司が谷」駅徒歩５分
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̶東アジアの海とシルクロードの拠点

　このたび明治大学と学習院大学とは日本で初めて、大学間の提携による「東アジアの海とシルクロードの拠点“福建”」展を

開催いたします。

　福建（省）は中国東南の沿海部に位置し、10世紀の五代・閩国の頃から地域の動きが盛んとなり、宋・元時代には中国を代表す

る海上交易の拠点となりました。その中心となる泉州や福州は、マルコポーロの『東方見聞録』に当代随一の繁栄ぶりが記さ

れ、多くのアラブ・イスラム系の商人たちが居住しました。

　福建は歴史上、日本とも密接な交流をもってきました。福建は茶の産地であり、建盞(けんさん)の名で知られた黒釉(こくゆう)茶器

などの茶道具は日本人に愛好され、茶道の成立に大きな影響を与えました。また朱子学を生んだ朱熹(しゅき)は福建人であり、

「国性（姓）爺合戦(こくせんやかっせん)」の主人公鄭成功(ていせいこう)の故郷も福建です。

　そのようにわが国とも馴染みが深く、東アジア交流史の上で重要な位置を占める福建ですが、その文化や歴史についてはあ

まり知られていません。そこでこのたび、福建博物院が所蔵する国宝級の150点余を展示し、福建の文化に触れていただく機会

をつくりました。時代は唐代から清代までの千年を越え、陶磁器を中心に金銀器や人物・四神の陶俑(とうよう)、アラビア文墓碑や

イラン産の青壷など多彩です。福建近海の沈没船から発見された宋元の貿易陶磁も多くあります。

　どうぞ二つの大学会場で、展示品を通して福建の文化と歴史の魅力に浸っていただけることを願っております。

Fujian: The Starting Point of the Silk Road on the Sea
-Underwater Archaeology, Ceramic products and Tea culture

「青釉四耳壺」   福建博物院

「銅鍍金獅子香炉」   福建博物院

「銀鍍金高台付碗」   福建博物院

「五彩花文合子（呉州赤絵）」   個人蔵

「加彩官人俑」   福建博物院

両会場アクセス：  JR中央線「御茶ノ水」駅　  新宿経由 　 JR山手線「目白」駅　19分・190円

A3 reaf    420x297   4C

A3 reaf (ura)   420x297   1C

「白磁観音像」   福建博物院

JR 中央線


